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  本取組は, 北大総合博物館を舞台とした体験型全人教育を全学的に発展させるもので, 

本学の教育目標「全人教育・実学の重視」に適合した人材養成を可能とする教育プログラ

ムです。導入科目, ステップアップ科目, 社会体験型科目の３つのステージからなる教育シ

ステムを設定します。 

 導入科目においては北大エコキャンパスの教育基盤を十分に利活用し, ステップアップ

科目では『パラタクソノミスト養成講座』の学生版を新たに開講します。出口にあたる社

会体験型科目においては市民対象の大学博物館活動（展示やイベント）の企画・運営に学

生が参加することで, 協調性と自主性, 自己評価の視点を持った学生を育て, 広い視野と社

会貢献・奉仕の精神の涵養をはかることを目的とします。プログラム全体は, 大学における

実物教育, 高年次における社会体験型の出口教育に対する教育ニーズを踏まえたもので, 

今後の全国の博物館の教育活動に大きな波及効果をもたらすものと期待されます。 

 

 

 

 


